
＜一般委託＞

1 目      的 　よこすか市議会だより第29・30・31号の編集及び印刷

2 履行期間 　契約の日から平成31年2月28日

3 施行場所 　横須賀市議会及び別途指定する場所

4 業務内容 　別紙のとおり

5 特記事項 　別紙のとおり

6 関係法規

7 資格要件
　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　平成25年4月1日以降に、国、地方公共団体又は特殊法人等が発注した「広報紙又は議会報」製作
業務の契約を元請けとして締結し完了した実績があること。

8 契約方法 　総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 　委託料の支払いは、各号納入後に精算払いとする。

10 その他事項   この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　員
連　絡　先

　横須賀市議会事務局議事課　046-822-8532

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリー
ン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない
場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環境物品
等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

よこすか市議会だより製作業務委託　　仕様書

  よこすか市議会だより製作業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。



「よこすか市議会だより」製作業務委託 仕様書 別紙 

 

 次の製作について、発注者・横須賀市を甲とし、受注業者を乙として以下の

とおり仕様を定める。 

 

１ 目  的 よこすか市議会だより製作 

 

２ 業  務 よこすか市議会だより第 29・30・31 号の編集及び印刷 

     ＊別添の「よこすか市議会だより第 27 号」を参照 

 

３ 規  格 

(ア) 版型 タブロイド版 

(イ) カラー（４色）印刷 微塗工マットコート・Ｄ巻・53.0 ㎏ 

植物を原料としたインクを使用すること 

(ウ) 頁数 ４頁 

(エ) 組型 原則として縦６段 

(オ) 活字の大きさと書体 原則 12 ポイントゴシック体またはこれに類する

書体とする 

(カ) 紙質 古紙が配合されていること 

     古紙配合率については契約後協議により決定する 

 

４ 予定数量 328,050 部（109,350 部×３回） 

 

５ 発 行 日 第 29 号 平成 30 年８月 

 第 30 号 平成 30 年 11 月 

 第 31 号 平成 31 年２月 

 

６ 契約期間  契約の日から平成 31 年２月 28 日まで 

 

７ 内  容 

(ア) 甲は乙に入稿データ（文字原稿、写真、グラフ、図表等）を電子データ

（Word、Excel、JPEG）で提供する。 

(イ) 乙は入稿データに基づき、紙面デザイン・レイアウト、イラスト等の作

成、版下作成、校正、製版、印刷、納品、最終原稿データの保存・提供を

すること。 

(ウ) 乙は紙面作成に関する豊富な知識・技術を有する製作スタッフを起用し、



紙面の充実と編集作業の円滑な進行に努めること。 

(エ) 乙は甲の要請に基づき、各号の編集及び校正を協議する広報広聴会議に

出席し、紙面デザイン、レイアウト等に関する助言を行うこと。 

(オ) 色校正については簡易色校正とし、４部提出すること。 

(カ) 印刷は甲が確認した最終の印刷原稿に基づいて行うこと。  

(キ) 編集スケジュール及び納入期限は、甲の作成するスケジュール案をもと

に協議のうえ決定することとする。 

(ク) 原稿等のデータの受け渡しは電子メールで行うものとし、乙が提供する

データ形式は PDF とする。 

 

・第 29 号スケジュール案（日程は目安であり、変更される可能性有り） 

日  付 甲 乙 

6/6 （水） 本会議・一般質問  

7/9 （月）  

乙へ入稿データ送付 

（本会議から 23 営業日後） 

入稿 

7/18（水）  

 

初校データ確認 

（入稿から 6営業日後 

 ・広報広聴会議の前日まで） 

甲へ初校データ送付 

7/23（月） 

  ～ 

7/26（木） 

広報広聴会議（※日程未定） 

乙へ初校修正データ送付 

広報広聴会議へ出席 

初校修正 

8/2 （木）  

2 校データ修正 

（初校修正から 4営業日後） 

甲へ 2校データ送付 

8/3 （金） 乙へ 2校修正データ送付 2 校修正 

8/7 （火）  

簡易色校正 

（2校修正から 3営業日後） 

甲へ簡易色校正送付 

8/8 （水） 乙へ校了連絡 印刷開始 

8/20（月）  （印刷開始から 7営業日後 

 ・発行日の 2営業日前） 

指定場所へ納品（AM 中） 

8/22（水） 第 29 号発行日  

・第 30 号  10 月中旬入稿、11 月中旬納品予定 

・第 31 号  12 月下旬入稿、２月上旬納品予定 

 

８ 製本加工及び梱包方法 

(ア) 製本加工は２ツ折り加工とする。 



(イ) 梱包は１梱包 1,000 部とする。 

 

９ 納  品 

(ア) 納品は紙面と電子データ（PDF）とする。 

(イ) 納品場所は別途甲の指定する場所（新聞折り込み業者、市議会事務局な

ど市外１カ所、市内２カ所）とする。 

(ウ) 各号の納入期限は発行日の２営業日前の午前中とし、詳細は協議のうえ

決定する。 

 

10 契約及び支払い方法 

(ア) 契約は総価契約とする。 

(イ) 支払いは各号納入後に精算払いとする。 

 

11 特記事項 

(ア) 甲は納品された市議会だよりを配布、譲渡、複製及び展示を行うことが

できる。その他の利用については両者協議のうえ決定する。 

(イ) 甲が提供した文字原稿、写真、グラフ、図表等などは、編集作業終了後

速やかに返却すること。 

(ウ) 本仕様書の各条項に違反した場合、甲は、契約金額の一部または全部を

支払わず契約を解除すること、または乙に再印刷を行わせることができる。 

(エ) その他、本仕様書に定めのない事項並びに疑義が生じた場合は、両者は

速やかに協議を行うこととする。 

 

12 その他 

甲と乙の双方が合意し、本市議会において平成31年度予算が承認された場合、

平成 31 年４月１日から平成 31 年５月 31 日にまでの間に発行する第 32 号よこ

すか市議会だよりの編集及び印刷について、本契約における発行１回あたりの

額と同一額で随意契約をする。 

なお、乙が当該契約を締結する意思がない場合については、平成 31 年 2 月 28

日までに通知すること。 

 

 

連絡先 横須賀市議会事務局 議事課 青木 

電話番号 ０４６－８２２－８４６１ 



No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート神奈川 243-0301 神奈川県愛甲郡愛川町角田501-1 046-284-5002 105,200 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会事務局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 3,000 部

109,350 部

市議会だより納品場所・部数一覧

部数

合計



よこすか市議会だより
〒238-8550 横須賀市小川町11番地　☎046（822）9394［市議会事務局議事課］

pd-ccs@city.yokosuka.kanagawa.jp

No.27
平成30年（2018年）

2月9日号

❖発行　横須賀市議会

❖編集　広報広聴会議
横須賀市議会 検 索

大
雨
、台
風
災
害
対
応
に
補
正
予
算
を
可
決

平成29年10月、長井海の手公園ソレイユの丘に三浦半島唯一となる観覧車がオープンしました。

晴れた日には富士山、江の島も見ることができます。

市議会では観光立市推進条例を提案・制定するなど、横須賀の観光振興に取り組んでいます。

これからも多くの方に来ていただけるようなまちづくりに力を注いでいきます。

問 
地
域
医
療
救
護
所
９
カ

所
の
う
ち
７
カ
所
が
津
波
浸

水
区
域
内
に
立
地
す
る
問
題

を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た

が
、
前
市
長
か
ら
は
実
効
性

の
な
い
計
画
が
示
さ
れ
た
だ

け
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

あ
る
医
師
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
西
地
区
の
地
域
特
性
に

合
わ
せ
た
救
護
所
の
増
設

と
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
地

域
で
参
集
す
る
体
制
案
が
固

ま
っ
て
き
て
い
る
。
西
地
区

に
お
け
る
新
た
な
災
害
時
医

療
体
制
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
か
。

答 
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
立
ち
上
げ
、
地
域
力
を

最
大
に
生
か
し
た
救
護
所
体

制
は
大
変
す
ば
ら
し
い
。
医

師
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、

地
域
の
力
を
ま
と
め
た
か
ら

こ
そ
、
体
制
が
整
っ
た
と
思

う
。

問 
「
す
か
な
ご
っ
そ
」
の
渋

滞
対
策
及
び
設
備
拡
充
の
必

要
性
は
。

答 
農
地
法
の
規
定
の
中
で

よ
い
解
決
策
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

地
域
医
療
救
護
所
の
あ
り
方
と「
す
か
な
ご
っ
そ
」

松

岡

和

行  

議
員
　
　
自
由
民
主
党

12
月
定
例
議
会
　
一
般
質
問

　

平
成
29
年
12
月
定
例
議
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で

の
16
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
議
中
の
一
般
質
問
で
は
11

月
29
日
と
30
日
に
各
々
８
人
、
７
人
の
合
計
15
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
市
長
等
に
対
し
て
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
横
須
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
発
生
し
た
大
雨
、
台
風
に
よ
っ
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
道
路
、
港
湾
の
復
旧
に
か
か
る
経
費
が
計

上
さ
れ
た
ほ
か
、
国
の
法
改
正
に
伴
う
各
種
シ
ス
テ
ム
改
修
費

等
で
、
５
億
９
，７
８
９
万
６
千
円
増
額
す
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
な
ど
市
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
う
指
定
管

理
者
を
新
た
に
指
定
す
る
議
案
20
件
の
提
出
が
あ
り
、
あ
わ
せ

て
37
件
の
議
案
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行
い
、
最
終

日
の
12
月
14
日
、本
会
議
に
お
い
て
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
定
例
議
会
に
お
い
て
は
議
員
提
出
議
案
が
２
件
あ

り
、
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」
対
策
条
例
に
つ
い
て

は
議
会
の
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
、
課
題
の
抽
出
か

ら
解
決
の
た
め
の
道
筋
づ
く
り
、
条
例
案
の
作
成
ま
で
を
議
会

が
行
っ
た
も
の
で
、
昨
年
５
月
に
発
足
し
た
政
策
検
討
会
議
に

お
い
て
設
置
さ
れ
た
、
具
体
の
協
議
を
行
う
課
題
別
検
討
会
議

の
最
初
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

問 

携
帯
灰
皿
を
持
ち
、
ポ

イ
捨
て
は
し
な
い
が
、
路
上

喫
煙
を
す
る
人
を
ど
の
よ
う

に
思
う
か
。

答 

路
上
喫
煙
は
周
辺
に
不

愉
快
な
思
い
を
さ
せ
る
行
為

に
な
り
か
ね
な
い
。

問 

ポ
イ
捨
て
防
止
以
外
の

政
策
が
必
要
で
は
。

答 

受
動
喫
煙
防
止
の
観
点

か
ら
も
路
上
喫
煙
を
減
ら
す

べ
き
だ
。

問 

児
童
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
、
交
通
事
業
者
と
連

携
し
、
煙
が
漏
れ
な
い
喫
煙

場
所
の
確
保
な
ど
試
み
て
は

い
か
が
か
。

答 

敷
地
確
保
や
費
用
面
で

課
題
が
あ
る
。

問 

モ
ラ
ル
へ
の
訴
え
に
限

界
が
あ
る
。
路
上
喫
煙
そ
の

も
の
を
防
止
す
る
条
例
制
定

は
い
か
が
か
。

答 

強
制
で
き
な
い
。
路
上

喫
煙
自
粛
を
求
め
る
努
力
規

定
の
啓
発
を
続
け
る
。

問 

路
上
禁
煙
地
区
を
新
た

に
指
定
す
る
可
能
性
は
。

答 

一
つ
の
選
択
肢
だ
。
受

動
喫
煙
は
い
け
な
い
。
指
定

地
区
拡
大
も
含
め
前
向
き
に

検
討
す
る
。

問 

学
校
図
書
館
と
市
立
図

書
館
の
蔵
書
を
物
流
で
相
互

活
用
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
い
、
学
校
図

書
館
で
も
市
立
図
書
館
の
蔵

書
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

答 

市
立
図
書
館
の
蔵
書
を

学
校
教
育
に
活
用
す
る
こ
と

は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。
学

校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
の

蔵
書
の
配
送
方
法
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
に
検
討
を

依
頼
し
た
。

答
教 
第
３
次
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
に
お
い
て
、

市
立
図
書
館
の
蔵
書
を
学
校

教
育
で
活
用
す
る
こ
と
を
推

進
し
て
い
く
。

問 

I
C
T
を
活
用
し
た
読

書
率
の
向
上
策
と
し
て
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
の
導
入
ま
た
は

開
発
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
教 

I
C
T
活
用
に
よ
り

図
書
館
利
用
者
が
増
え
る
こ

と
は
大
変
望
ま
し
い
。
読
ん

だ
本
を
履
歴
化
で
き
る
よ
う

一
部
機
能
を
拡
張
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
ア
プ
リ
等
の

開
発
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

路
上
喫
煙
か
ら
市
民
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

加
藤
ゆ
う
す
け  

議
員
　
　
無
所
属
み
ら
い

学
校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
の
連
携

西

郷

宗

範  

議
員
　
　
自
由
民
主
党

観覧車から見る風景



よこすか市議会だより 第27号（2）

問 

第
４
次
産
業
革
命
で

は
、
横
須
賀
市
の
生
産
性
改

革
を
進
め
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
り
市
役
所
の
手
続
き
を

簡
略
化
、
市
民
の
個
人
確
認

を
簡
便
化
し
、
書
類
の
や
り

取
り
の
手
間
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。そ
こ
で
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証

明
書
類
等
の
交
付
と
コ
ン
ビ

ニ
投
票
、
②
同
カ
ー
ド
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
手
続
き
の
簡
素
化
、

③
同
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
④
人
が
対

応
す
る
業
務
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で

き
る
業
務
を
分
け
る
必
要

性
、
⑤
Ｙ
Ｒ
Ｐ
を
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
研
究
機
関
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
す
る
こ
と
、
⑥
同

カ
ー
ド
の
利
活
用
に
係
る
自

治
体
の
積
極
的
な
取
り
組
み

と
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

活
用
、
に
対
す
る
積
極
的
な

研
究
の
必
要
性
を
伺
う
。

答 

ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て

は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

教とあるものは教育長の答弁

問 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
た
め
に
、
よ
り
実
践
的
な

活
動
の
指
針
と
な
る
Ｑ
＆
Ａ

形
式
の
冊
子
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

答 

本
市
と
し
て
も
今
後
、

委
員
の
負
担
軽
減
策
の
一
つ

と
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
も
含
め
た

問 
国
が
進
め
る
人
事
評
価

制
度
は
、
公
務
組
織
に
な
じ

ま
な
い
。
評
価
書
類
作
成
の

時
間
を
削
減
し
、
市
民
や
職

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
業
務
負
担
は
軽
減
さ

れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
見
直
し

の
検
討
を
。

答 
見
直
し
は
進
め
て
い

る
。
職
員
に
負
担
の
か
か
ら

な
い
人
事
評
価
の
仕
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問 
市
立
病
院
の
指
定
管
理

者
が
、
業
績
評
価
制
度
を
導

入
す
る
計
画
が
あ
る
。医
療
・

介
護
現
場
は
チ
ー
ム
ケ
ア
が

基
本
で
あ
り
、
市
立
病
院
に

評
価
制
度
は
な
じ
ま
な
い
の

で
は
。

答 
同
感
だ
。
基
本
的
に
医

療
・
福
祉
現
場
で
評
価
制
度

が
あ
る
こ
と
自
体
、
理
解
で

き
な
い
。

問 
こ
れ
か
ら
施
設
の
解
体

工
事
が
増
え
て
く
る
。
行
政

側
が
主
体
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答 
重
要
性
は
理
解
し
て
い

る
。
検
討
し
た
い
。

問 
学
童
ク
ラ
ブ
の
空
白
地

で
は
現
状
が
進
ま
な
い
こ
と

で
多
く
の
人
が
機
会
を
失
っ

て
い
る
。
公
設
の
学
童
ク
ラ

ブ
設
置
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 
小
規
模
校
で
あ
る
た

め
、
民
間
の
参
入
は
困
難
。

と
は
い
え
、
ニ
ー
ズ
は
あ
る

は
ず
で
あ
り
、
応
え
て
い
く

た
め
に
は
、
民
間
だ
け
に
委

ね
る
こ
と
の
限
界
が
あ
る
。

民
で
担
い
切
れ
な
い
部
分
に

つ
い
て
は
、
公
で
担
う
こ
と

も
必
要
。
一
歩
進
め
て
い
き

た
い
。

問 
地
域
愛
を
醸
成
す
る
第

一
歩
は
自
分
の
ま
ち
を
知
る

こ
と
。上
毛
か
る
た
に
倣
い
、

横
須
賀
か
る
た
を
作
っ
て
広

め
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
活
用
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 
有
効
な
方
法
の
１
つ
と

問 
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

備
蓄
食
糧
の
使
用
を
誰
が
許

可
す
る
か
な
ど
災
害
時
避
難

者
対
応
の
認
識
を
共
通
化
す

る
た
め
の
行
政
組
織
間
の

ル
ー
ル
作
り
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

避
難
者
へ
の
備
蓄
物
資

の
提
供
は
現
場
の
職
員
の
判

断
で
可
能
と
し
て
き
て
お

り
、
周
知
徹
底
す
る
。

問 

現
状
、
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
バ
が
設
置
さ
れ

る
教
育
研
究
所
と
比
較
し
、

安
全
対
策
の
向
上
と
運
用
経

費
の
縮
減
が
可
能
と
な
る
通

信
事
業
者
の
局
内
へ
の
サ
ー

バ
移
設
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
教 
サ
ー
バ
次
期
更
改
時

の
平
成
33
年
度
ま
で
に
検
討

す
る
。

問 
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普

及
促
進
の
た
め
、
教
育
委
員

会
が
日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
市
立

小
・
中
学
校
の
全
特
別
支
援

学
級
分
を
一
括
利
用
申
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
教 

平
成
30
年
度
か
ら
使

え
る
体
制
を
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 
地
域
福
祉
に
お
い
て
、

障
害
、
高
齢
、
生
活
困
窮
、

児
童
な
ど
分
野
を
超
え
た
連

携
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答 
行
政
分
野
を
ま
た
い
だ

課
題
へ
の
多
職
種
連
携
は
で

き
る
だ
け
早
く
進
め
て
い
く
。

法
律
の
専
門
家
も
入
れ
、〝
法

福
〟
連
携
も
進
め
た
い
。

問 
社
会
福
祉
協
議
会
に
期

待
す
る
役
割
は
何
か
。

答 
地
域
の
声
を
聞
き
、
地

域
課
題
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
ま
た
今
後
、
市
と
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

問 
市
民
公
益
活
動
へ
の
参

加
を
促
す
制
度
を
改
善
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 
現
在
行
っ
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
、
今

後
、
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

問 
市
職
員
が
地
域
活
動
に

参
加
し
や
す
い
よ
う
な
基
準

を
示
し
て
は
ど
う
か
。

答 
市
職
員
が
公
共
性
の
高

い
市
民
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

民
生
・
児
童
委
員
用
Ｑ
＆
Ａ
方
式
の
冊
子
作
成
を
！

石

山

　

満  

議
員
　
　
公
明
党

市
役
所
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
の
は
市
民
で
あ
る

井

坂

　

直  

議
員
　
　
日
本
共
産
党

公
設
学
童
ク
ラ
ブ
の
検
討
と
地
域
愛
の
醸
成

髙

橋

英

昭  

議
員
　
　
研
政

全
特
別
支
援
学
級
に
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
導
入
を

本

石

篤

志  

議
員
　
　
公
明
党

地
域
福
祉
・
市
民
参
加
に
つ
い
て

小

幡

沙

央

里  

議
員
　
　
無
所
属
み
ら
い

※
こ
の
ほ
か
に
、
大
村
洋
子
議
員
、
小
室
卓
重
議
員
、
藤

野
英
明
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
（
紙
面
の
都

合
上
、
質
問
記
事
は
議
員
一
人
あ
た
り
年
２
回
ま
で
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。）

問 
県
立
三
浦
ふ
れ
あ
い
の

村
は
自
然
体
験
教
育
施
設
と

し
て
、
市
内
の
多
く
の
小
学

校
や
青
少
年
団
体
に
も
利
用

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
県
は

一
方
的
に
、
民
間
に
移
行
さ

せ
る
と
市
に
通
知
し
て
き

た
。
大
幅
な
値
上
げ
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
負
担

の
増
大
が
教
育
や
青
少
年
育

成
へ
影
響
を
与
え
る
の
は
問

題
で
あ
り
、県
に
意
見
せ
よ
。

答 
県
の
決
定
に
意
見
す
る

考
え
は
な
い
。

問 
横
須
賀
を
母
港
と
す
る

米
海
軍
イ
ー
ジ
ス
艦
が
相
次

い
で
深
刻
な
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
何
と

考
え
る
か
。

答 
い
く
つ
か
の
人
的
ミ
ス

が
重
な
っ
て
起
こ
っ
た
。

問 
海
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

も
守
ら
な
い
異
常
と
も
い
え

る
や
り
方
に
対
し
、
米
海
軍

に
意
見
せ
よ
。

答 
安
全
で
安
定
的
な
運
用

を
希
望
す
る
が
、
意
見
や
抗

議
は
し
な
い
。

問 
さ
ら
な
る
追
加
配
備
を

拒
否
せ
よ
。

答 
そ
の
立
場
に
な
い
。

県
・
国
・
米
軍
に
も
の
言
え
る
市
政
を

ね
ぎ
し
か
ず
こ  

議
員
　
　
日
本
共
産
党

問 

地
域
の
多
様
な
情
報
を

受
発
信
し
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

も
す
る
本
市
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
東
京
に
開
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

経
費
、
人
員
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

商
工
会
議
所
や
観
光
協

会
と
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
、
市

だ
け
で
考
え
る
必
要
は
な
い

と
思
う
が
。

答 

そ
う
い
う
協
力
関
係
が

築
け
れ
ば
、
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問 

市
長
が
公
約
で
訴
え
、

就
任
早
々
動
き
出
し
た
国
道

３
５
７
号
の
延
伸
は
追
浜
駅

前
再
開
発
と
連
動
し
て
進
め

る
と
い
う
こ
と
か
。

答 

そ
れ
は
当
然
の
こ
と

で
、
横
須
賀
市
の
玄
関
口
が

こ
れ
で
開
か
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

問 

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ

ず
、
市
内
へ
の
南
伸
に
つ
い

て
も
、
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答 

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

探
っ
て
、
市
の
発
展
の
た
め

に
、
全
て
を
使
っ
て
取
り
組

み
た
い
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
定
住
促
進
に
向
け
て

大

野

忠

之  

議
員
　
　
自
由
民
主
党

横
須
賀
市
に
お
け
る
生
産
性
革
命
に
つ
い
て

青

木

哲

正  

議
員
　
　
自
由
民
主
党

冊
子
を
本
市
の
実
情
に
応
じ

た
横
須
賀
な
ら
で
は
の
も
の

に
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
作
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問 
電
子
申
請
に
よ
る
「
子

育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
開
始
に
向
け
た
本
市
の

準
備
状
況
は
ど
う
か
。

答 
準
備
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、
市
民
の
利
便
性
向
上
が

十
分
に
図
ら
れ
る
と
見
込
ま

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
順

次
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た

い
じ
め
・
自
殺
相
談
事
業
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答 

国
の
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
成
果
と
課
題
な
ど
、
教

育
委
員
会
と
協
力
し
て
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
。

し
て
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答
教 

有
効
な
教
材
の
１

つ
。
作
成
さ
れ
た
際
に
は
、

教
育
活
動
で
の
活
用
に
つ
い

て
学
校
へ
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

問 

日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

学
習
活
用
度
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
35
カ
国
中
最
下
位
と
非

常
に
遅
れ
て
い
る
。
２
０
２

０
年
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
必
修
化
す
る
国

の
取
り
組
み
は
、
世
界
に
通

用
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
よ

う
な
仕
組
み
に
な
る
と
思
う

か
。

答 
本
市
は
そ
れ
を
危
惧
し

て
積
極
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
押
し
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問 
本
市
は
２
０
２
０
年
に

こ
の
分
野
で
日
本
を
リ
ー
ド

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
子
ど
も
達
が
達

成
感
を
感
じ
な
が
ら
興
味
を

持
っ
て
習
得
す
る
に
は
、
机

上
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
民

間
な
ど
の
成
功
事
例
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
よ
り
実
戦
的

に
始
め
る
べ
き
だ
。
他
の
市

町
村
に
は
な
い
先
進
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答 

国
の
動
向
を
見
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
積
極
的
導
入
に
つ
い
て

田

中

洋

次

郎  

議
員
　
　
自
由
民
主
党



契
約
締
結
の
議

案
に
つ
い
て
は
、

工
事
期
間
中
の

ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
、
使
用
団
体

へ
の
事
前
周
知

と
改
修
期
間
中

の
代
替
施
設
の

案
内
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
議
案
２
件
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ホ
テ
ル
誘
致
を
目
的
と

し
た
未
利
用
地
の
売
却
等
の
報
告
を
受

け
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
委
員
長　

土
田
弘
之
宣
）

し
た
。
中
で
も
、
く
り
は
ま
花
の
国
で

は
契
約
期
間
を
延
ば
し
た
こ
と
で
、
指

定
管
理
者
か
ら
は
集
客
の
増
加
を
図
る

た
め
に
８
年
間
で
投
資
回
収
が
見
込
め

る
有
料
施
設
を
自
前
で
設
置
す
る
提
案

が
あ
り
、
近
年
人
気
上
昇
中
の
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
識
者
や
地
域
代
表
も
交
え
た
選
考
委

員
会
に
よ
る
選
考
結
果
は
、
11
件
と
も

従
来
の
事
業
者(

も
し
く
は
従
来
事
業

者
を
含
む
共
同
事
業
体)

を
指
定
す
る

内
容
で
し
た
。
分
科
会
・
常
任
委
員
会

で
は
、
選
考
過
程
等
に
関
す
る
質
疑
を

経
て
、
分
科
会
分
の
10
件
に
つ
い
て
は
、

特
に
問
題
を
認
め
ず
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
送
り
ま
し
た
。
常
任
委
員
会
分

の
議
案
１
２
６
号
船
舶
保
管
施
設
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
も
、
意

見
は
な
く
、
賛
成
す
べ
き
も
の
と
し
て

本
会
議
に
送
り
ま
し
た
。

 

（
委
員
長　

嘉
山
淳
平
）

　

平
成
29
年
度
の
補
正
予
算
に
関
す
る

審
査
で
は
、
養
育
医
療
給
付
の
件
数
が

増
え
た
理
由
、
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
の
委
託
先

決
定
方
法
及
び
委
託
契
約
価
格
の
妥
当

性
、
寄
附
金
に
よ
り
導
入
し
た
設
備
や

物
品
へ
寄
付
者
氏
名
を
明
示
す
る
必
要

性
な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
教
育
福
祉
関
連
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
の
審
査
で

は
、
申
請
団
体
が
１
団
体
ま
た
は
２
団

体
と
少
な
い
中
で
、
利
用
者
へ
の
高
品

質
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
、
申
請
団
体
を
増
や
し
て

競
争
性
を
高
め
る
た
め
に
選
考
基
準
を

見
直
す
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
、
管
理
者
が
固
定
化
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
業
内
容
の
点
検
と
見
直

し
案
に
関

し
て
は
、

は
つ
ら
つ

シ
ニ
ア
パ

ス
の
対
象

年
齢
と
利
用
者
負
担
を
見
直
す
こ
と
と

な
っ
た
経
緯
、
廃
止
の
方
向
性
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
お
弁
当
に
つ

い
て
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
同
様

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
場
合
に
補
助

金
を
交
付
す
る
と
い
う
代
替
施
策
に
関

し
て
事
業
廃
止
効
果
が
薄
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
敬
老
の
お
祝
い
を
現
金

に
代
わ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
贈
呈

へ
と
変
更
す
る
こ
と
な
ど
、
福
祉
施
策

の
見
直
し
案
に
対
し
、
多
く
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

が
、
来
年
度
予
算
案
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
、
今
後
注
目
さ
れ
ま
す
。

 

（
委
員
長　

加
藤
眞
道
）

　

分
科
会
に
送
付
さ
れ
た
平
成
29
年
度

補
正
予
算
は
、 

日
の
出
防
災
資
機
材
倉

庫
改
修
に
お
け
る
繰
越
明
許
費
、
住
民

票
の
写
し
等
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
戸
籍
上
の
氏
名
と
と
も
に
旧
姓
を

併
記
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
様
変
更
の

整
備
費
、
廃
棄
物
広
域
処
理
施
設
建
設

事
業
費
、
台
風
21
号
に
よ
る
高
波
等
で

被
害
を
受
け
た
津
久
井
浜
海
岸
公
衆
ト

イ
レ
の
復
旧
工
事
費
に
係
る
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
補
正
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た

理
由
等
に
つ

い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、

三
浦
市
最
終

処
分
場
の
建

設
に
関
し
て
、

残
土
処
分
先

の
変
更
理
由
、

三
浦
市
に
よ

る
地
質
調
査
の
内
容
及
び
結
果
に
対
す

る
本
市
の
確
認
方
法
、
同
調
査
終
了
後

の
議
会
へ
の
報
告
方
法
及
び
報
告
時
期

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、 

税
額
控
除
の
対

象
と
な
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
を
１
団
体
取

り
消
す
こ
と
、
ま
た
、
す
で
に
指
定
し

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
う
ち

１
団
体
に
つ
い
て
当
該
対
象
と
な
る
期

間
を
更
新
す
る
た
め
の
議
案
を
審
査
し
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
通
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
報
告
と
し
て
、
第
５
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
案
の
達
成
数
値

目
標
の
根
拠
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
使
用
料
を
設
定
す
る
際
の
考
え

方
、
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん
か

ん
運
営
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
委
員
長　

南
ま
さ
み
）

　

分
科
会
で
は
12
件
、
常
任
委
員
会
で

は
８
件
、
合
計
20
件
の
議
案
を
そ
れ
ぞ

れ
審
議
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
市
長
か

ら
提
案
を
受
け
た
議
案
で
す
。

　

と
り
わ
け
今
回
は
、
市
の
施
設
の
運

営
管
理
を
任
せ
る
事
業
者(

指
定
管
理

者)

を
指
定
す
る
議
案
が
、
20
件
中
11

件
と
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
各
種
公
園
・

横
須
賀
ス
タ
ジ
ア
ム
・
リ
ー
フ
ス
タ
ジ

ア
ム
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ボ
ー
ト
停
泊
所

な
ど
、
33
の
施
設
等
が
対
象
で
し
た
。

こ
の
う
ち
新
し
く
民
営
化
し
た
施
設
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
く
り
は
ま
花
の

国
と
ペ
リ
ー

公
園
に
つ
い

て
は
、
契
約

期
間
を
従
来

の
４
年
間
で

は
な
く
８
年

間
と
す
る
変

更
が
あ
り
ま

み
構
築
の
必
要
性
、
選
考
委
員
が
事
前

公
表
さ
れ
る
こ
と
で
事
業
者
と
接
触
す

る
リ
ス
ク
に
対
す
る
見
解
等
に
つ
い
て
、

活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
新
年
度
の
執
行

体
制
を
見
直
す
た
め
の
行
政
組
織
条
例

の
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応

部
門
を
市
長
室
に
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

組
織
改
正
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
行
財

政
改
革
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
両
立
す

る
必
要
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
総
合
体
育
会
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
天
井
改
修
そ
の
他
工
事
請
負

　

分
科
会
で
は
、
文
化
会
館
・
体
育
会
館
・

勤
労
福
祉
会
館
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
33
年

度
ま
で
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
等

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
各
指
定
管
理
者
選
考
日
程
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
必
要
性
、
申
請

団
体
が
少
な
い
こ
と
に
対
す
る
評
価
と

今
後
の
選
考
の
あ
り
方
、
継
続
と
な
る

事
業
者
で
前
回
よ
り
も
評
価
が
下
が
っ

た
場
合
の
指
導
の
有
無
、
評
価
基
準
の

妥
当
性
と
施
設
特
性
に
合
わ
せ
た
評
価

を
重
視
す
る
必
要
性
、
選
考
委
員
が
過

去
の
実
績
を
含
め
て
評
価
で
き
る
仕
組

16
件
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案
等
を
審
査

新
年
度
の
事
務
執
行
体
制
の
ポ
イ
ン
ト
を
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

台
風
被
害
に
よ
る
復
旧
工
事
等
の
補
正
予
算
を
審
査

福
祉
関
連
事
業
の
見
直
し
案
に
対
し
多
数
の
意
見

施
設
を
任
せ
る
事
業
者（
指
定
管
理
者
）を
多
数
選
定

生
活
環
境
常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

都
市
整
備
常
任
委
員
会
（
分
科
会
）

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
３
件
の
補
正

予
算
議
案
の
ほ
か
16
件
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
関
す
る
議
案
の
審
査
を
行

い
、
分
科
会
に
お
い
て
活
発
な
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
12
日
に
常
任
委
員
会

を
開
き
、
各
分
科
会
委
員
長
か
ら
審
査

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
討
論
で
は
、

「
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
本
市
に
お
い
て
、
子
育
て
環
境
の

改
善
は
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
病
児
・

病
後
児
保
育
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の
見

直
し
に
係
る
検
討
を
す
ぐ
に
で
も
始

め
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
病
児
・

病
後
児
保
育
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を

要
望
し
、
補
正
予
算
に
は
賛
成
す
る
が
、

同
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
反
対
す
る
」
旨
の
意
見
が
あ
り
、

ま
た
、
「
今
回
の
指
定
管
理
者
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
市
側
の
選
考
委
員
か

ら
一
般
の
選
考
委
員
に
対
し
、
５
件
の

議
案
に
か
か
る
施
設
の
指
定
管
理
者
に

くりはま花の国で自主事業として

提案のあったボルダリング施設

審

査
か
ら

常

任

委

員

会
の

三浦市最終処分場完成予想図

総合体育会館メインアリーナ

指
定
さ
れ
た
事
業
者
が
過
去
に
法
令
に

抵
触
し
た
事
実
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
指

定
管
理
者
の
選
考
は
公
の
施
設
の
管
理

に
最
も
適
し
た
事
業
者
を
選
定
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
選
考
委
員
が
判
断

す
る
の
に
必
要
な
情
報
は
す
べ
て
提
示

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
回
は

選
考
委
員
の
評
価
を
尊
重
し
、
議
案
に

賛
成
す
る
」
旨
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
議
案
19
件
は
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

 

（
委
員
長　

伊
藤
順
一
）

平成30年（2018年）2月9日第27号（3）



よこすか市議会だより平成30年（2018年）2月9日 第27号（4）

「よこすか市議会だより」は115,700部製作し、1部当たりの印刷経費は4.8円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

○は賛成、×は反対

議
案
番
号

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派

自 由

民 主 党

無 所 属

み ら い
公 明 党 研　 政

市 政

同 友 会

日 本

共 産 党

小
室
卓
重

藤
野
英
明11人 ８人 ７人 ５人 ５人 ３人

93 平成29年度横須賀市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

114 病児・病後児保育センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

122 市営住宅等の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

128 （仮称）佐原２丁目公園野球場整備工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

129
（仮称）追浜公園総合練習場屋内練習場その他新築電気設備工事請負契約の締結に

ついて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

＊その他議案及び諮問36件については、全会一致で可決、同意または異議ない旨回答しました。詳細は市議会ホームページにも掲載してありますので、ご覧ください。

＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決に加わりません。

【会派所属議員名】平成29年12月14日現在

自 由 民 主 党　 田辺昭人　大野忠之　青木哲正　青木秀介　 

木下憲司（議長）　松岡和行　渡辺光一　西郷宗範　 

南まさみ　井口一彦　田中洋次郎

無所属みらい　  永井真人　嘉山淳平　矢島真知子　はまのまさひろ　 

葉山　直　小幡沙央里　山本けんじゅ　加藤ゆうすけ

公 明 党　 板橋　衛　鈴木真智子　土田弘之宣　石山　満　 

関沢敏行　本石篤志　二見英一

研　　　　政　伊関功滋　長谷川昇　小林伸行　髙橋英昭　角井　基

市 政 同 友 会　 伊藤順一　伊東雅之　加藤眞道　杉田　惺　山口道夫　

日 本 共 産 党　 大村洋子　ねぎしかずこ　井坂　直

＊時間の記載がないものは10時開会です。
＊特別委員会については、日程が追加される場合があります。

３ 月 定 例 議 会 の お 知 ら せ 議会報告会を開催します

　本市議会は年に一度、市民の皆さまを対象に議会報告会を行っています。

今年は４月20日（金）14時～生涯学習センター、同日19時～産業交流プラザ、

４月22日（日）14時～ヴェルクよこすかと、駅から近い場所で３回行います。

なおヴェルクよこすか会場では手話通訳、要約筆記に加え、事前予約制で託

児も行います（※）。

　また従来は第一部で議会報告、第二部で質疑応答等を行ってきました。今

回第二部では、参加してくださった市民の皆様と、“横須賀を魅力的なまち

にするには”をテーマにグループディスカッションを予定しています。新た

な試みですので是非足をお運びいただき、皆様の声をお聞かせください。

　※託児をご希望の場合は、定員がありますので、４月６日（金）までに市議

会事務局まで電話にてお申し込みください。☎046(822)8532

平成 2９年 １2 月定例議会　審議結果

開催日 会議名

２月16日（金）
議会運営、本会議（14時）、
予算決算常任（本会議終了後）

２月19日（月）教育福祉常任（分科会）、都市整備常任（分科会）

２月20日（火）総務常任（分科会）、生活環境常任（分科会）

２月21日（水） （予備日）

２月22日（木）予算決算理事会、予算決算常任（11時）

２月23日（金）議会運営

２月26日（月）本会議

２月27日（火）本会議

２月28日（水）本会議、予算決算常任（本会議終了後）

３月 １日（木） （予備日）

３月 ２日（金）中学校完全給食実施等検討特別委員会（分科会）

３月 ５日（月） （予備日）

３月 ６日（火）教育福祉常任（分科会）、都市整備常任（分科会）

３月 ７日（水）総務常任（分科会）、生活環境常任（分科会）

３月 ８日（木）教育福祉常任（分科会）、都市整備常任（分科会）

３月 ９日（金） （午 後　予備日）

３月12日（月）総務常任（分科会）、生活環境常任（分科会）

３月13日（火）教育福祉常任（分科会）、都市整備常任（分科会）

３月14日（水）総務常任（分科会）、生活環境常任（分科会）

３月15日（木） （午 後　予備日）

３月16日（金） （午 後　予備日）

３月19日（月）教育福祉常任（分科会）、都市整備常任（分科会）

３月20日（火）総務常任（分科会）、生活環境常任（分科会）

３月23日（金）予算決算理事会、予算決算常任（11時）

３月26日（月） （予備日）

３月27日（火）議会運営、本会議（14時）

　「ごみ屋敷」の問題は、本市においても発生件数が増加傾向にあります。

今までの法令では対応が難しく、解決には長時間を要することが多く、問題

が長引くほど近隣住民の生活環境は損なわれていきます。

　本市議会では、生活上の諸問題の解消による根本的な解決と再発防止を目

指し、平成28年10月、ごみ屋敷対策検討協議会を設置し、市の担当部局を

交えて議論を重ねてきました。そして、12月定例議会において、「不良な生

活環境の解消及び発生の防止を図るための条例」案を提出し、全会一致で可

決しました。

　「ごみ屋敷」の発生原因は、認知症や生活意欲の喪失が原因となっている場

合があります。何らかの理由で身の回りのことをしなくなり、救済の発信力

も低下した状態に陥った人達に対し、本条例の制定により、ごみの片付けだ

けではなく、市と関係機関や地域住民が連携して福祉的な支援や地域の見守

りなど、本人に寄り添う支援を行うことができるようになります。

編 集 後 記

＊ 審査終了とは、委員の意見が一致しないなど委員会としての結論が出せずに審査を終えた場合を言います。

件　　名 結　果

安全・安心の医療・介護の実現及び夜勤交代制労働の改善を求める意見
書の提出について

審査終了

介護従事者の労働環境改善及び処遇改善の実現を求める意見書の提出に

ついて
審査終了

特別徴収額の決定・変更通知書への個人番号記載の中止及び地方税法施

行規則等の一部を改正する省令の撤回を求める意見書の提出について
審査終了

国への私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

県への私学助成の拡充を求める意見書の提出について 審査終了

陳情

いわゆる「ごみ屋敷」対策の
条例を制定しました

 多くの議員が質問に立った12月定例議

会号、いかがでしたでしょうか。広報広

聴会議になってから、本紙だけでなく議

会報告会なども並行して企画してきまし

た。今後も市民のみなさんと議会との双

方向での情報共有を心がけていきます！
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